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チャレンジ！夢に向かって
～ふるさとを愛し、一人一人が「か・が・や・く」国見の子の育成～

職員室前に「家庭学習コーナー」設置！！

全国学力・学習状況調査（小６の国語・算数）における国の分析結果では、「家庭学
習をしている児童ほど国語と算数の調査問題の正答率が高い傾向がある」とされていま
す。本校独自の分析でも、同様の傾向がみられます。家庭と学校が「家庭学習を大切に
する」という同じ視点に立って子どもたちを支えていくことで、学習習慣の確立が促さ
れ、学力向上につながると考えています。
さて、お子さんの日々の家庭学習の様子はいかがでしょうか。学校で学習した内容は、

宿題や自主学習など家庭での予習や復習、発展的な学習等により、より確実なものにな
ります。家庭学習の習慣が身に付いている子どもとそうでない子どもとでは、学力に大
きな差が出ています。学力を伸ばすには、毎日の家庭学習の積み重ねが必要です。
本校では、子どもたちが主体的に学習する力を身に付けるために、「家庭学習ノート」

を活用し、自主学習の充実を図っています。学級担任だけでなく、１・２年生は月曜日、
３・４年生は火曜日と木曜日、５・６年生は水曜日と金曜日に校長が家庭学習ノートを
見ています。多くの子どもたちは、読み書き計算など基礎的・基本的な学習内容の定着
を目指して取り組んでいますが、なかには、自分の興味・関心に応じた自主的な学習に
取り組んでいる子どももいます。
今週から研究主任の○○○○先生が職員室前に家庭学習

コーナーを設置してくれました。現在、４年生の○○○○
さん、○○○○さん、○○○さんの家庭学習ノートが置か
れています。３人のノートを見ると、学習したことが丁寧
にまとめられており、「今日のめあて」「学習した時間」「今
日のふりかえり」が書かれています。また、担任からの称
賛と励ましのコメント、さらには保護者の見届けがなされ
ています。こうした日々の積み重ねは、やがて確かな学力
となって身に付いていくと思います。家庭学習コーナーは、
「どんな家庭学習をすればよいか分からない」「どんな家庭
学習ノートにすればよいか分からない」といった際には、
とても参考になります。ぜひ、御覧ください。
なお、家庭学習でお困りのことがありましたら、遠慮な

く学級担任に相談してください。よろしくお願いします。

連絡
秋田県ＰＴＡ連合会から「令和６年度第50回秋田県ＰＴＡ研究大会男鹿大会」の案

内がありました。期日は10月５日（土）午後１時から午後４時20分、会場は男鹿市民
文化会館小ホールになります。記念大会となる今年度は、「食が育む豊かな日常」とい
う演題で食育インストラクターの桜庭みさお氏が記念講演を行います。参加を希望する
場合は、９月20日（金）まで本校教頭に電話等で連絡をお願いします。なお、詳細に
ついては、別紙の２次案内を御覧ください。


